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タイワンカブトムシＯ〃c/ｃｗ〃"o〃ｏｓＬＩＮＮＡＥＵＳ

（鞘翅目：コガネムシ科）の生態学的研究

第１報琉球列島における分布及び侵入経路について

大城安弘

（ｉＩ１縄開発庁沖縄総合事務局賎林水産部）

奥島澄子

（沖縄女子短期大学生物学研究室）

YasuhiroOSHIROandSumikoOKUSHＩＭＡ：BiologicalstudiesontheCoconut
rhinocerosbeetle，Ｏγyc/Ｃｓγ〃伽CeγoｓＬＩＮＮＡＥＵＳ（Coleoptera：Scarabaeidae)．

LLocaldistributionandimmigrantrouteintheRyukyulslands，

SouthernpartofJapan．

はじめに て調査を続けてきた．その結果，琉球列島における分布

の様相がほぼ判明し、侵入経路についても若干の知見を

得たのでその概要を報告する．タイワンカブトムシＯｒｙｃ/ＣｓγﾉＺｊ"OCC'０ｓは中国南部

からインド，スリランカ，シンガポール，台湾，フィリ

ッピン，ボルネオ，インドネシア，ポリネシア，ニュー

ギニア，ハワイ、モーリシャス等の東洋熱帯及び太平洋

諸島に棲息していろ（高野・柳原，1939)．ARROW（19

10）やCLAusENq931）は朝鮮にも棲息する旨報告し

ているが、これについてGREssITT（1953）は誤認であ

ろうと指摘していろ．著者らも，冬季の気象条件（ソウ

ルの年平均気温は11.1ｃＣで，月平均では８月の２５．４Ｃ

を最高に，１月の-4.9℃を最低とし，特に冬場の11月

は6.3Ｃ，12月は-1.2℃，１月は－４９℃，２月は－１．９

°Ｃ，３月は3.6°Ｃと低く、本種は越冬できないものと推

察されろ）や食草であるヤシ科植物の分布（野外ではほ

とんど自生又は栽植されていない）等から朝鮮半島への

本種の分布の可能性はないと考えていろ．

本邦においては，石垣島（楚南，1922）から記録され

たのを最初とし,その後南大東島（CHUJQ1957；三宅，

1968）、沖縄島（梅林・野原，1975）と分布圏を拡大し

つつあり，特に1975年から1978年にかけては沖縄島南

部の糸満市にある平和記念公園内のヤシ類が大被害を受

け，関係機関ではその防除に腐心していろ．

本種は英名が示すとおりココヤシをはじめとするヤシ

科植物を好んで食害し，その他にサトウキビ，バナナ，

パインアップル，サトイモ(GRESSITT，1953)，ソテツ，

リュウゼツラン等の害虫としても恐れられていろ（梅林

・野原、1976）．

そこで著者らは1977年来、本種の分布及び生態につい

調査方法

各島において可能な限り島全体を網羅するように調査

地点を選定し，幼虫及び成虫の棲息の有無について畜舎

等に堆積された腐熟堆厩肥、製糖工場からもたらされる

腐熟バカス，精米所に堆積されている籾殻等を対象に同

一地区で10～12か所調査した．また，各島でピロウ，コ

コヤシ、ワシントンヤシ，フェニックス等のヤシ類につ

いて本種の被害の有無を調査した.調査要領はＴａｂｌｅｌ

のとおりである．

調査結果及び考察

タイワンカブトムシの棲息及び被害調査の結果は

Ｔａｂｌｅｌ及びFig.１のとおりで、２２の島で調査した結

果，与那国，小浜、波照間，石垣，多良間及び沖縄の各

島に棲息していることが確認された．CHUJO（1959)が

記録した南大東島を加えろと７つの島に棲息しているこ

とになる．

東（1975）は本種の分布地域として南北大東島及び八

重山を挙げ，梅林・野原（1976）は南大東島、石垣島，

西表島，与那国島及び宮古島を挙げている．ところが、

著者らの調査では西表島、宮古島及び北大東島において

は棲息及び被害を確認し得なかった。西表島に長年居住

していた黒島寛松（元営林署職員）は西表島において夕
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イワンカブトムシに加害されたヤシ科植物や堆厩肥中の

幼虫等を見たことがないと言う（私言，1980）．また，

宮古島において，比嘉俊昭(沖縄県農業試験場宮古支場）

はアオドゥガネ類の発生調査のため各所で調査を行った

が、タイワンカプトムシは全く発見できなかったようで

ある（私信、1978）．北大東島においては古老や島民の

話によると，本種によってヤシ類が加害されたり，堆肥

やバガスの中から幼虫らしきものを発見した記憶は無い

とのことである．これらのことから、西表島、宮古島及

び北大東島には棲息していないものと考えられろ．した

がって、現在，琉球列島における本種の分布は前述の７

つの島に限られていろと言うことができる．
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Fig.１．DistributionofO．γﾊﾉ"OCCγosintheRyukyulslands，

southernpartofJapan（oisdistributedisland)？
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て本種を発見したということは，本種がそれまで石垣島

に棲息せず、1921年より少し前に侵入したか，又は極め

て稀な種だったということが考えられろ．ところが、本

種は幼・成虫共に発見し易いこと，それに食害痕に特異

性があり，目だつにもかかわらず，1921年にはじめて採

集されたということは、やはりその頃に侵入したものと

さて，琉球列島で岐初に記録された石垣島のタイワン

カプトムシであるが，楚南仁博によると記録に用いた材

料は1921年（大正10年）１１月に岩崎卓爾が燈火で採集し

たものである（南川私信、1978）．岩崎卓爾は1899年か

ら石垣島に在住し，昆虫採集家として良く知られ．多数

の昆虫を採集し続けた方であるが、同氏が1921年に初め
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する各島の標本は形態が酷似し区別し難いことから、侵

入源は同一であろうと推測できろ．また，南大東島産の

本種は翅脈において先島地方や沖縄島産のものとは異な

るため，侵入経路は以上の場合とは異なるか，または古

くから棲息していたものと推察された

４．沖縄島における棲息地域は糸満市を中心とした南

部地域と、沖縄市のＴ植物園を中心とした地域に分けら

れ，前者は与那国島から，後者は台湾又はフィリッピン

等からそれぞれ侵入したものと推測された

５．本種は飛しよう等自力によるよりも，寄主植物で

あるヤシ類に付着して移動侵入していろと考えられるた

め，これら植物等の移動には十分注意する必要がある．

判断した方が妥当であろう．与那国、小浜、波照聞及び

多良間島産のタイヮンカブトムシは石垣島産の標本と同

じく前翅の第２隆線が翅底近くで強く屈曲していること

から，これらの島の本種は同一地域から侵入して来た可

能)性が強い．侵入の時期は確定し難いが、大体1921年前

後ではなかろうか．また、南大東島産の標本は石垣島産

のものと若干異なり、前翅の第２隆線が翅底近くで強く

屈曲していない（三宅、1968）ことから、侵入源は石垣

島の場合とは別なのか．或いは古くから棲息していたた

め分化が起こりつつあるのかも知れない．

なお，沖縄島南部における本種の侵入経路について

は、1971年与那国島からピロウを約50本移入し､平和記

念公園内に棺付けていることから、これに付着して侵入

した可能性がある（梅林・野原，1975）．沖縄島におけ

る分布調査の結果はFig.２のとおりで、南部地域では

糸満市、東風平町、具志頭村、玉城村．知念村．佐敷町

大里村及び南風原町において棲息が確認された．

那覇市から与那原町を結ぶ線以北においては沖縄市の

Ｔ植物園を中心に極く限られた地域にのみ棲息が確認さ

れていろ．これは同植物園が本土復帰（1972年）以前か

ら1979年にかけてココヤシ．カナリーヤシ、ワシントン

ヤシ．トックリヤシ等のヤシ類を台湾やフィリッピン等

から多数輸入していることから考え合わせると，これら

のヤシ類に混入して侵入して来た可能性が強い．それは

発生年度が南部地域と大体同じであること．それに，飛

び石状にその地域だけに分布していること等から推察で

きろ．

沖縄島南部（与那国島から）、同中部（台湾又はフィ

リッピン）の例からも推察できるように，本種は寄主植

物に付着して移動侵入している可能性が強いので，これ

ら寄主植物の移動には十分注意する必要がある．

Summary

Distributionandimmigrantroutesofthecocon-

utrhinocerosbeetle,Ｏγycjcsγｶﾉ"OCCγｏｓＬＩＮＮＡＥＵＳ

ａｒｅｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｅｄｉｎｔｈｅRyukyuls】ands，southern

partofJapar、Fromthisworkthefollowing
resultsareobtained：

１．０．γｶﾉ"OCCγosintheRyukyulslandsarefound

inYonaguni,Kohama,Hateruma，Ishigaki，Tarama，

OkinawaandMinamidaitoislands、

２．ExistenceofO．γｶﾉ"OCCγＯｓｉｎＩｒｉｏｍｏｔｅ，Miya-

koandKitadaitoislandsisnotconfirmedO・

ｸﾞｶj"OCCγｏｓｓｅｅｍｓｔｏｂｅｎｏｔｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄｉｎｔｈｅse

islands、

３．０．γ"/"ｏｃｅｒ０ｓｗａsrecordedinl921fromlshi-

gakilsｌａｎｄｆｏｒｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉｍｅｉｎＯｋｉｎａｗａＰｒefec-

ture･ＥａｃｈｆｏｒｍｏｆＯ．γｈｊ"OCCγosonlshigaki，

Yonaguni，Hateruma，ＫｏｈａｍａａｎｄＴａｒａｍａｉｓｌａｎｄｓ

ａｒｅｖｅｒｙｓimilartooneanother・ＩｔｓｅｅｍｓｔｈａｔＯ．

γ肱"OCCγｏｓｏｆｔｈｅｓｅｉｓｌａｎｄｓｈａｓｔｈｅｓａｍｅｏｒｉｇin、

Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，ｔｈｅｓｈａｐｅｏｆｔｈｅｗｉｎｇｖｅｉｎ

ｉｎＯ．γｶﾉ"OCCγosofMinamidaitolslanddiffers

fromthatoftheotherislandsmentionedabove、

０．γAj"OCCγosofMinamidaitolslandmaybediffｅ－

ｒｅｎｔｆｒｏｍｔｈａｔｏｆｔｈｅｏｔｈｅ正w-islandsinthe

immigrantroute、

４．ThedistributionofO．γ腕"OCCγosinOkinawa

islandisdividedintoｔｗｏｒｅｇｉｏｎｓ，southernand

centralparts、Itisconsideredthattheformer

populationhascomefromYonaguniislandthe

latterfromSoutheastAsia、

５．０．ｸﾞﾊﾉ"oceroshasimmigratedtotheislandｓ

要 約

タイワンカブトムシＯγycﾉＣｓγ"ｊ"OCCγCSL・の琉球

列島における分布及び侵入経路について調査した結果．

次のことが判明した．

１．本種は与那国島、小浜島，波照間島，石垣島、多

良間島，沖縄島及び南大東島に分布していることが確認

された．

２．以前から棲息すると言われていた西表島，宮古島

及び北大東島においては、棲息及び被害調査の結果，本

種の棲息は確認できなかった．これらの島には分布しな

いものと思われろ．

３．本邦において最初に記録された石垣島をはじめと
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inOkinawaPrefecture，almostcertainlyby

adheringtothehostplants・Attentionmustbe

paidtothetransfｅｒｏｆｔｈｅｈｏｓｔｐ]ants．

Ｇ、Ｈ、ＣＯＲＢＥＴＴ１９３２．InsectsofCoconutsin

Malaya・ｐｐ、36-49,CaxtonPress，KualaLumpur・

ＧＲＥＳＳＩＴＴ，Ｌ、１９５３．TheCoconutRhinocerosBee-

tle，157pp・BishopMuseum，Honolulu・

畠山尚久1964．アジアの気候，古今書院．

比嘉俊昭1977．「私信」．

北野龍海1977．沖縄本島のタイワンカブトムシについ

て，甲虫ニュース、３９．６－７．

楠井善久1976．沖縄のカブトムシについて，昆虫学評

論．２９：51-54．

黒島寛松1980．「私信」．

牧茂市郎1914．台湾に於ける椰子の二大害虫．台湾農

事報，８：31-36．

南川仁博1978．「私信」．

三宅義一1968．タイワンカブトムシ南大東島に産す．

Pulex，４４：１７８．

楚南仁博1922．タイワンカブトムシ石垣島に産す．台

湾博物学会会報，６０：24.

1929．台湾に於ける害虫の発生と地理との関

謝辞研究を進める上にいろいろと御助言を賜わると

ともに本稿を校閲して頂いた鹿児島大学農学部害虫学教

室の永冨昭博士，琉球大学農学部昆虫学教室の東清

二博士に厚くお礼申し上げろ．また，御教示頂いた南川

仁博氏，刑部勝博士、吉田正義博士，立111哲三郎博

士，村上陽三博士，北野龍海氏，野原堅世氏，黒島寛松

氏、比嘉俊昭氏及び大城徹男氏，調査に御協力下さった

上間涼子，大城光代，我謝京子，伊礼弘美、嘉良まゆ

み，盛吉律子の各嬢に謝意を表する．
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